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  １棟 
 

所 在 地     中央区熊内
く も ち

町１丁目３７７番地  

所 有 者     神戸市 

構造形式     鉄筋コンクリート造、３階建、陸屋根 

建築年代     昭和 11 年（1936）６月起工、昭和 13 年（1938）５月竣工 

建築面積     １３６．５２㎡ 

設 計 者     小川安一郎 

施 工 者     株式会社藤木工務店 

 

旧池長美術館は、池長
いけなが

孟
はじめ

（1891～1955）が蒐集したコレクションを公開する

ために、昭和 13 年（1938）に建設された私立美術館である。昭和３年（1928）

竣工の自邸紅
こう

塵
じん

荘
そう

（中央区野崎通、平成 27 年（2017）解体）に近い熊内町に建

築された。美術館の南側には自邸を、西側には附属倉庫（収蔵庫）を併設した。

紅塵荘と同じく、設計は小川安一郎、施工は藤木工務店が担当した。 

池長美術館は昭和 15 年（1940）に開館し、昭和 19 年（1944）まで毎年展覧会

を開催したが、終戦後は接収された。昭和 26 年（1951）、所有していたコレクシ

ョンとともに美術館は神戸市に移譲され、その後、市立神戸美術館、市立南蛮美

術館として親しまれてきた。昭和 57 年（1982）、南蛮美術館は神戸市立博物館へ

統合されることになり、３月に閉館したが、平成元年（1989）には神戸市文書館

として改修・開館した。令和７年度末にその機能を終え、現在、兵庫区への機能

移転が進められている。 

 

建築主・池長孟（1891-1955） 

池長孟は明治 24 年（1891）に兵庫に生まれ、生後すぐに兵庫門口町の旧家で

ある池長通の養子となった。大正 15 年（1926）には上筒井町に住まいを移し、

昭和３年（1928）、野崎通４丁目に自宅として紅塵荘（設計：小川安一郎、施工：

藤木工務店、昭和 21 年（1946）売却、現存せず）を建築した。紅塵荘の竣工前

から、長崎絵の収集を始め、それ以降「蒐集は創作である」との理念のもと、南
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蛮美術の収集を進め、聖フ ラ ンシスコ・ ザヴィ エル像や南蛮屏風を はじ めと する

一大コ レク ショ ンを形成し 、それら を公開する施設と し て美術館を計画し た。蒐

集品を 私的に楽し むのではなく 、「 こ の宝物は皆様のも の」 と の考えを 持っ てい

た。  

池長は、植物学者の牧野富太郎の援助者と し ても 知ら れ、大正７ 年（ 1918） に

は、 池長植物研究所を 設立し ている。 教育者と し ても 、 育英商業学校の校長を 大

正 12 年（ 1923） から 昭和 17 年（ 1932） まで 20 年務めた。  

 

池長美術館の建設 

池長美術館は中央区（ 旧葺合区） 熊内町、 六甲山系の南麓部標高約 63ｍの住

宅地に所在する。建設当時は海岸部を臨むこ と ができ た立地環境である。敷地北

側の前面道路（ 野崎線） には、 昭和５ 年（ 1930） から 市バスが運行を 開始し 、 南

側の東西道路原田線には神戸市電が運行し ていた。 東約 850ｍには、 阪急電鉄神

戸線の上筒井駅があっ たが、昭和 15 年（ 1940） に廃止さ れた。昭和３ 年（ 1928）

に竣工し た自邸紅塵荘は、 東方向約 450ｍの位置にあたる。 敷地は、 北から 南に

傾斜する地形を造成し たも ので、南側隣地と は高低差が約４ ｍあり 、南に擁壁を

備えている。東側には小河川の狐川が形成し た谷部があり 、西側は新神戸駅方向

に向かっ て緩やかに傾斜する。  

池長美術館は、 昭和 11 年（ 1936） ６ 月に起工、 昭和 12 年（ 1937） ５ 月 23 日

に定礎式を 行い、 昭和 13 年（ 1938） ５ 月 25 日に竣工式を 挙行し た。  

鉄筋コ ン ク リ ート 造地上３ 階建て、 建築面積 136. 52 平方メ ート ル、 延床面積

395. 00 平方メ ート ルの規模である。 自邸紅塵荘と 同じ く 、 設計は小川安一郎、

施工は藤木工務店である。  

 

設計者・ 小川安一郎と 施工者・ 藤木工務店 

設計者小川安一郎（ 1882～1946） は、 明治 15 年（ 1882） 佐賀県に生まれ、 明

治 40 年（ 1907） に京都高等工芸学校図案科（ 現京都工芸繊維大学） を 卒業し 、

住友本店臨時建築部に入っ た。住友銀行東京支店、 大阪住友ビル、 住友京都鹿ケ

谷別邸、 住友倶楽部、 住友銀行船場支店などの設計に関わり 、 昭和６ 年（ 1931）

に退職し た。その後、大林組工作部から 発展し た内外木材工芸株式会社技師長と

なり 、 大林組が携わっ た朝香宮邸、新大阪ホテル、大阪株式取引所などに関与し

たと さ れ、 昭和 12 年（ 1937） に定年退職し た。 小川は装飾分野において目覚ま

し い活躍を し 、意匠家と し ての技量が高く 評価さ れた設計者であっ た。またこ の

間、 自宅において個人的な建築設計を阪神間の住宅建築を 中心に 40 数件行い、
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神戸市内では川田順邸、 木水栄太郎邸、 池長孟邸（ 紅塵荘）、 池長美術館及び自

邸などが在し ていたが、 現存し ているのは池長美術館のみである。  

藤木工務店の創業者、 藤木正一（ 1891～1967） は、 住友本店臨時建築部工務課

長を 務めて独立し た山本鑑之進工務店に勤務し ていたが、その事業を 継承し 、大

正９ 年（ 1920） に藤木工務店を 設立し た。 初期には日本銀行岡山支店、 大原美術

館などを 建設し た。 小川安一郎と 藤木正一は山本工務店勤務以前から 知己であ

っ たよう である。 小川の設計、 藤木工務店の施工で、 木水栄太郎邸・ 大阪扁桃腺

病院（ 大正 15 年（ 1926）・ 神戸市）、 池長孟邸（ 紅塵荘）（ 昭和３ 年（ 1928）・ 神

戸市）、 肥田増雄邸（ 昭和初期・ 芦屋市）、 寺井栄一邸（ 昭和５ 年（ 1930）・ 芦屋

市）、今村幸雄邸（ 昭和６ 年（ 1931）・ 西宮市）、小川安一郎自邸（ 昭和８ 年（ 1933）・

豊中市）、 万城目耳鼻咽喉科病院及び住宅（ 昭和９ 年（ 1934）・ 大阪市）、 日本メ

ソ ジスト 教会（ 昭和 11 年（ 1936）・ 芦屋市）、 肥田昌三邸（ 昭和 12 年（ 1937）・

芦屋市）、 池長美術館（ 昭和 13 年（ 1938）・ 神戸市） などが実現し たが、 現存す

るも のは少ない。  

 

建物の特徴 

（ 配置）  

敷地中央北側に美術館を 配置し 、 その南側に鉄筋コ ンク リ ート 造（ 以下Ｒ Ｃ

造） の自邸を 、 西側にはＲ Ｃ 造の附属倉庫（ 収蔵庫） を 併設し ていた。 開館記念

の絵葉書を 見る と 、 西側の附属倉庫は美術館北壁よ り 北に突出し て配さ れてい

る。 建設時、敷地南側には神学校があっ た。 美術館と の間に鉄筋コ ンク リ ート 造

の自邸を配するこ と で、神学校から 出火し た時のこ と を考え、防火壁代わり にし

たと さ れる。蒐集し た資料のこ と を 考え、防火意識が極めて高いも のであっ たこ

と がわかる。  

 

（ 平面）  

竣工時の図面による と 、 左右対称のシン プルな平面形で、 １ 階北側中央に玄

関を 設け、 その南に矩形の陳列室を配する。 玄関の左右には階段室を配し 、２ 階

陳列室と の行き 来に供さ れる。２ 階には陳列室のほか、南側に館長室と 貴賓室が

設けら れていた。２ 階陳列室南寄中央には、３ 階陳列室へ続く 階段が配さ れてい

る。 ３ 階南面には展望室（ 休憩室） があり 、 当時は眼下に神戸の街並みが見渡せ

たと 考えら れる。開館当時は観覧順路が明確に示さ れており 、玄関を入り 東側階

段で２ 階へ上がり 、２ 階陳列室東半分を 観覧し たのち、２ 階中央階段から ３ 階へ

上がり 、反時計回り に観覧し て再び中央階段で２ 階へ下り 、２ 階陳列室西半分を

観覧し 、 西側階段で１ 階へ下り 、 １ 階陳列室を 観覧し た。  
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（ 外観）  

北面を正面と し 、左右対称の平面に対応し 、３ 階まではほぼ左右対称だが、 西

階段室上部に塔屋を設け、変化をつけている。北面および東西の階段室部分の外

壁には薄い緑がかっ たモザイ ク タ イ ルを 、 中央の玄関回り の壁面には和泉産青

石（ 砂岩） をタ イ ル状に貼る。 玄関前の２ 本の八角形の柱も 同様の石材で仕上げ

ている。２ 本の柱は高さ が異なり 、西側の八角柱は屋上パラ ペッ ト 上端まで延び、

旗竿に見立てら れ、 旗に当たる部分には英字の建物名称（ I QENAGA ART MUSEUM）

が配さ れていた。玄関扉の上部鏡板には龍の浮き 彫り があり 、ハンド ルや下部の

金属板にも 控えめながら 装飾が施さ れている 。 扉上部の壁面は額縁状に仕上げ

ら れ、 当初は「 池長美術館」 と 記さ れていた。 こ の両側には噴水と 花を モチーフ

にし た装飾が、 また西側の八角柱と 壁面の間には帆船を あし ら っ たグリ ルが嵌

め込まれている。こ れら の装飾はアール・ デコ を 基調と し た意匠でまと めら れて

いる。玄関ポーチの天井は格天井で、そこ に吊り 下げら れた縦長の照明器具も 建

設当初のも のである。  

美術館と いう 建物の性格から 、 窓は多く ないが、 正面左右の階段室には１ 階

から ２ 階に達する細長い窓と その上部に六角形の窓、２ 階、３ 階の正面中央部に

窓を 横長に配し ている。窓の配置や窓格子の装飾、 玄関西側のグリ ル装飾、玄関

扉の装飾などは正面のデザイ ン を 特徴付けており 、 小川安一郎の力量が発揮さ

れたも のと いえる。  

 

（ 内部各室の意匠的特徴）  

竣工時、１ 階陳列室内部には大理石貼り の６ 本の柱があり 、南側４ 本は八角形

の断面をも つ。 床面は、 当初ク リ ンカ ータ イ ル（ １ 辺約 20 ㎝） が貼ら れ、 中央

部には八角形の小噴水が設置さ れていた。竣工記念の着彩絵葉書によれば、赤褐

色の大判タ イ ルに同系色のし ま模様の大理石柱、 鮮やかな大理石タ イ ルの噴水

が特徴的な陳列室である。  

内部の床は、主にタ イ ルが用いら れていた。北側左右の階段室の床面には長方

形のモザイ ク タ イ ル（ 25 ㎜×52 ㎜） が、 ２ 階、 ３ 階の陳列室の床面にも 同色の

赤褐色と 褐色の２ 色のモザイ ク タ イ ルが用いら れ、 市松模様状に仕上げている。

部分的な劣化や補修痕が認めら れるが、ほぼ当初の仕様が現存する。２ 階陳列室

の中央の柱２ 本は 1 階と 同じ く 八角形の断面を も つ。 ２ 階北側４ 本の柱表面に

は床モザイ ク タ イ ルと 同系色のテラ ゾータ イ ルが貼ら れていた。  

２ 階南側の貴賓室は、床はチーク 寄木貼り 、壁も 縞チーク ベニヤ板羽目、スト

ーブを 配し た大理石と 泰山タ イ ルによる マン ト ルピ ース風の棚があっ た。 その

上部にはモザイ ク 壁画「 ポセイ ド ン」 が設置さ れていたこ と が竣工記念絵葉書か

ら わかる。 館長室の床はモザイ ク タ イ ル、壁はソ ーダスト 蒔ペンキ塗り で、実用
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性を 重んじ た仕上げと 思える。 館長室はト イ レ を 介し て貴賓室と つながっ てい

た。 現在、 貴賓室・ 館長室部分のト イ レや間仕切壁は撤去・ 改修さ れ、 一室にな

っ ている。  

２ 階と ３ 階を連結する中央階段は、左右から 上り 中央の踊り 場で合流し 、南へ

５ 段上がり 、再び左右に分かれる劇的な構成を と る。鉄製の手すり は細く 繊細で、

手すり 子の途中には幾何学的な装飾が配さ れ、 また中央踊り 場北面の手摺中央

部には躍動感ある鹿のモチーフ を 配置し 、アールデコ 風の意匠で、控えめだが華

やかな雰囲気を演出し ている。  

３ 階陳列室天井の中央には採光用のト ッ プラ イ ト が設置さ れ、 また２ 階と ３

階の陳列室は中央の吹抜を介し て明るく 、一体的な空間である。吹抜直下の２ 階

床にはガラ スブロ ッ ク が嵌め込まれ、 ト ッ プラ イ ト の光が１ 階まで届く よう 計

画さ れていた。  

３ 階の展望室（ 休憩室） は、 南面に大き な窓が設けら れている。 床は陳列室よ

り 約 14cm高く 、 テラ ゾータ イ ル（ 約 53 ㎝×59 ㎝） が貼ら れ、 目地には金目地

が使用さ れている。 床周縁部には 24 ㎜角の磁器系の淡褐色のモザイ ク タ イ ルが

３ 列めぐ り 、 巾木相当部分にも 同寸法の淡褐灰色の磁器系モザイ ク タ イ ルを ４

段に重ねている。現在は書庫と し て使用さ れているが、当初仕様が残っ ている。  

 

池長美術館から 神戸市文書館までの変化 

昭和 13 年の開館後、 ５ 年間は展覧会が開催さ れたが、 戦争の激化によっ て閉

館を 余儀なく さ れ、 戦後は GHQ の接収等により 、 池長美術館と し ての再開は果

たせなかっ た。池長美術館起工から 今日までの沿革を まと めると 、以下の通り で

ある。  

【 池長美術館建築～昭和 20 年】  

 



【昭和 21年～】  

 
戦後、さまざまな困難のなか、池長孟はコレクションが散逸することを避ける

ため、約 4500 点のコレクションとともに、美術館を神戸市に委譲移譲すること

を決断した。昭和 26 年（1951）４月に移譲され、７月１日に市立神戸美術館と

して再開、また昭和 40 年（1965）には市立南蛮美術館と改称され、池長コレク

ションの公開を続けた。昭和 57 年（1982）には、神戸市立博物館が中央区京町

に開館し、池長コレクションは博物館へ移管された。旧美術館の建物は、平成元

年（1989）以降、神戸市文書館として利用されてきたが、令和７年（2025）3 月、

新施設への移転のため閉館となった。 

 

昭和 40 年（1965）の市立南蛮美術館への改称時と、平成元年（1989）神戸市

文書館への用途変更時に、建物は大規模に改修された。文書館開館の際に、美術

館の南側の池長自邸が解体され、跡地に文書館新館が建設された。西側にあった

附属倉庫も現存せず、現在は駐車場になっている。また、昭和 48年（1973）の

年記のある図面で、北側道路の拡幅が描かれており、この頃までに北側敷地境界

線が変更された。 

文書館時代は、旧美術館１階を閲覧室とし、２階、３階は書庫として使用して

いた。２階の館長室・貴賓室部分は大きく変わり、当初材はほとんど残っていな

いが、旧陳列室部分は旧状をよく留めている。３階も同様で、展望室（休憩室）

の壁面等は改変されているが、床材は当初材と考えられ、旧陳列室部分の階段や

吹抜部分の手すり金物等もそのまま残る。１階は文書館閲覧室としての用途に

供するため、大きく変更された。玄関を入ると、閲覧室との間にエントランスホ

ールがあるが、これは昭和 40 年（1965）の改修時に間仕切り壁を新設して設け

られた。さらに昭和 62 年（1987）の改修時に、２階旧貴賓室のマントルピース
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上にあっ たモザイ ク 壁画「 ポセイ ド ン」 がこ の間仕切り 壁に移設さ れている。 １

階床はク リ ンカ ータ イ ル貼り から 合成ゴムタ イ ル貼り に変わり 、 中央の小噴水

も 撤去さ れた。  

外観に関し ては、 昭和 62 年の改修の際に、 大き な面積を 占めていた青石のタ

イ ルには、腰壁石を 除いて塗装が施さ れ、玄関前の２ 本の柱にも マスチッ ク 塗装

が施さ れた。タ イ ル貼り 以外の壁面はモルタ ル刷毛引き 仕上げであっ たが、こ ち

ら にも マスチッ ク 塗装が施さ れた。  

北西隅部の塔屋部分は、創建当初は倉庫であっ た。現在も 外部から 建物を 眺め

た時には変化なく 感じ ら れるが、昭 62 年の改修時に東面と 南面の壁が撤去さ れ、

現在は北面と 西面の２ 面のみが残る。  

開口部は機能上、 鉄製サッ シから アルミ サッ シに変更し ている箇所が多いが、

形状や窓に付さ れたグリ ル等はよ く 保たれている 。 屋上中央部のト ッ プラ イ ト

は、 昭和 62 年の改修時に鉄製から アルミ 製のフ レ ームに改修さ れた。  

 

【 評  価】  

神戸市への移譲後、 外観でフ ァ サード の大き な部分を 占めていた和泉産の青

石に塗装が施さ れたも のの、それ以外の部分は概ね当初の姿を留めている。平面

形は左右対称ではある が、 外観では非対称に仕上げら れたフ ァ サード が最大の

特徴である 。 六角形の窓や玄関脇の南蛮船を あし ら っ たグリ ルや各所に配置さ

れた植物を モチーフ にし た装飾など、アール・ デコ を基調と し てまと めら れ、 常

に新し い意匠を 積極的に取り 入れた設計者小川安一郎の力量を 発揮し たデザイ

ンが残さ れている。 小川が設計に関わっ た建物は阪神間に約 40 件あっ たが、 神

戸市内に現存するのは旧池長美術館のみである。  

美術蒐集家と し て信念のある注文主・ 池長孟は、計画に積極的に関与し たと 考

えら れる。 鉄筋コ ンク リ ート 造を 採用し 、タ イ ルを 多用、可燃性の資材は極力避

け、窓を 少なく し たと 池長は記録し ており 、池長の意見も 取り 入れら れていたこ

と がわかる。  

神戸市への移譲後、市立神戸美術館、市立南蛮美術館や神戸市文書館と し て使

用さ れてき た。 昭和 40 年（ 1965） と 昭和 62 年（ 1987） に改修工事が行われ、 １

階陳列室や２ 階の館長室と 貴賓室、屋上塔屋は、当初の姿から 大き く 改変を 受け

た。 一方、 外観や２ 階・ ３ 階の陳列室、 展望室は概ね旧状を留めている。  

池長と 小川によ り 形を 見た旧池長美術館は、 戦前期神戸の近代建築を 代表す

るも のと し て、 また日本有数の南蛮美術コ レク ショ ンを蒐集し たのみではなく 、

それを 公開し その価値を 広く 共有し よう と し た池長の業績を 表現する も のと し

て、神戸の歴史・ 文化を 語る上で欠く こ と のでき ない重要な歴史的建造物である

と いえる。  
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旧池長美術館外観（ 北東から ）      玄関上半部装飾 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      グリ ル装飾（ 帆船）  

 

玄関部柱と グリ ル 

 


